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本丸御殿　御常御殿　杉戸絵（薔薇仔犬図）　江戸時代
菊紋引手金具 (二之丸御殿白書院 )  明治～大正時代

鬼瓦（二之丸御殿白書院）　江戸時代
下賜沙汰書　昭和14年

　（いずれも、元離宮二条城事務所所蔵）令和6年11月発行　京都市印刷物　第064697号　京都市歴史資料館



　現在、多くの観光客が訪れる名所となっている元離宮二条城が、明治 17 年 (1884) から 55 年の間、皇室の離宮「二
条離宮」であったことはご存じでしょうか。江戸時代初期に徳川家康の京都の居所として築かれたことに始まり、3
代家光の後 200 年以上、将軍が訪れなかった時代を経て、幕末・維新期には、日本の政局の中心的な舞台となりました。
本展では、平成 29 年（2017）から行われた本丸御殿の本格修理を終えて、18 年ぶりに公開されたことを記念して、
従来あまり知られてこなかった二条城から二条離宮、そして京都市に下賜されて元離宮二条城となったその歴史を、
当時の資料からたどります。江戸時代の二条城の鯱瓦や葵紋をあしらった鬼瓦をはじめ、本丸御殿御常御殿の杉戸絵（薔
薇仔犬図）、二条離宮時代の二之丸御殿大広間に施された菊紋装飾などを間近にみられる機会となっています。
　また、令和 2年度に京都市歴史的公文書に指定された元離宮二条城事務所文書をあわせて初公開します。
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令和６年 11 月 15 日（金）から令和６年 12 月 7 日（土）までに、電話、
ＦＡＸ、電子メール、いずれかの方法で、京都いつでもコール（京都
市市政情報総合案内コールセンター）へお申込みください。お申込み
の際には、「催し名、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、電話番号、
同伴者の人数（同伴は１名まで）」をお伝えください。後日、当選者の
み連絡ハガキを送付します。
京都いつでもコール
電話：075-661-3755　ＦＡＸ：075-661-5855
おかけ間違いにご注意ください。
※電話、ＦＡＸいずれも年中無休　午前８時～午後９時

【申込フォーム】
https://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000012821.html

申込フォームはこちら▼

二条離宮－元離宮二条城 本丸御殿公開記念－特 別 展

申し込み方法

１２月２０日（金）10：00 ～ 11：30
参加費無料
会場： 中京区役所 会議室（４階）
　　  （〒604-8588 京都市中京区西堀川通御池下る西三坊堀川町 521）
講師：今江秀史・降矢淳子 ( 元離宮二条城事務所 )
         秋元せき ( 京都市歴史資料館 )  
定員：150名（事前申込制、多数抽選）
対象：京都市内在住又は通勤通学の方、未就学児不可

講演会
「二条城から二条離宮への軌跡」

学芸員によるギャラリートーク
12月 25 日（水）・1月 26 日（日）・2月 18 日（火）いずれも午後２時から（約 40 分程度）
参加費無料（事前申し込み不要。）　会場： 京都市歴史資料館１階展示室

二条城から二条離宮、そして京都市の元離宮二条城となった
その歴史を物語る資料の数々を展示！

関連イベント

　最新情報は当館HP・Facebook・
　X( 旧 Twitter) でご覧頂けます。


